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◎全員賛成　▽賛成多数

（要旨）（（要旨）要旨
可決された案件

（要旨）

▼
４
月

13
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
理
事
会
・

臨
時
総
会

16
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

関
東
部
会
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

福
島
県
喜
多
方
市
視
察
来
市

25
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
理
事
会
・
定

期
総
会

26
日　

例
月
出
納
検
査

▼
５
月

７
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
８
日
ま
で
）

17
日　

定
期
監
査

　
　
　

奈
良
県
天
理
市
視
察
来
市

18
日　

財
政
援
助
団
体
等
監
査

23
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

24
日　

市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会 

28
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
定
例
総
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促

進
協
議
会
理
事
会
・
総
会

31
日　

東
京
都
三
多
摩
消
防
運
営
協
議
会

役
員
会
・
通
常
総
会

▼
６
月

４
日　

例
月
出
納
検
査

５
日　

第
２
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

第
２
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

第
２
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

第
２
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

12
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協
議
会

13
日　

市
民
厚
生
委
員
会

14
日　

総
務
文
教
委
員
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協
議
会

22
日　

第
２
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

市
民
厚
生
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

町
田
市
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典

26
日　

例
月
出
納
検
査

27
日　

北
海
道
美
幌
町
視
察
来
市

　　
　

八
高
線
複
線
化
促
進
協
議
会
決
算

監
査

28
日　

議
員
研
修
会

「
議
会
日
誌
」

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
〔
福
生

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
〕

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
附
則
を
改
正

し
、
地
価
の
変
動
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
特
例
措

置
の
う
ち
、
住
宅
用
地
等

の
据
え
置
き
特
例
を
廃
止

す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
議
会
に
諮
る
時
間
が

な
く
市
長
が
専
決
処
分
し

た
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
〔
福
生

市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
〕

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
附
則
を
改
正

し
、
地
価
の
変
動
に
対
す

る
都
市
計
画
税
の
特
例
措

置
の
う
ち
、
住
宅
用
地
等

の
据
え
置
き
特
例
を
廃
止

す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
議
会
に
諮
る
時
間
が

な
く
市
長
が
専
決
処
分
し

た
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
〔
平
成

24
年
度
福
生
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
〕

　

平
成
23
年
度
福
生
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

決
算
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
歳
入
歳
出
差
引
不
足

額
が
見
込
ま
れ
、
地
方
自

治
法
施
行
令
に
基
づ
き
、

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
を
繰
り

上
げ
る
補
正
が
必
要
と
な

り
、
議
会
に
諮
る
時
間
が

な
く
市
長
が
専
決
処
分
し

た
も
の
。
こ
の
平
成
24
年

度
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
に
１
５
８
８

万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
67
億
４
２
７
万
６
千
円

と
定
め
た
も
の
。

◎
福
生
市
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止

に
伴
い
外
国
人
住
民
が
住

民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対

象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
外

国
人
登
録
法
に
関
す
る
規

定
を
削
除
し
、
必
要
な
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
滅
失
し
た
家
屋
の

敷
地
に
係
る
買
換
え
等
の

譲
渡
所
得
の
課
税
に
つ
い

て
、
譲
渡
期
限
延
長
の
特

例
等
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止

に
伴
い
外
国
人
登
録
に
関

す
る
証
明
が
廃
止
さ
れ
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
敬
老
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止

に
伴
い
外
国
人
住
民
が
住

民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対

象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
敬

老
金
贈
呈
資
格
の
規
定

中
、
外
国
人
登
録
法
に
関

す
る
事
項
を
削
除
す
る
も

の
。

◎
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
滅
失
し
た
家
屋
の

敷
地
に
係
る
買
換
え
等
の

国
民
健
康
保
険
税
の
譲
渡

所
得
課
税
の
譲
渡
期
間
延

長
の
特
例
な
ど
必
要
な
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
で
は
、
都
支
出
金

の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
補
助
金
、
学
校
と

家
庭
の
連
携
推
進
事
業
委

託
金
、
食
育
研
究
事
業
委

託
金
な
ど
の
追
加
に
伴
う

も
の
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
管
理

費
の
公
共
サ
イ
ン
整
備
方

針
策
定
委
託
料
、
商
工
費

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
活
用
事
業
委
託
料
、

都
市
計
画
費
の
空
家
実
態

調
査
業
務
委
託
料
、
消
防

費
の
福
生
消
防
少
年
団
用

A
E
D
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど

備
品
購
入
費
、
教
育
総
務

費
の
家
庭
と
子
ど
も
の
支

援
員
報
償
金
、
食
育
研
究

事
業
費
、
社
会
教
育
費
の

福
生
市
地
域
資
料
電
子
化

委
託
料
、
資
料
整
備
委
託

料
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
６
９
８
万
９
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
２
２
１
億
２
３

９
８
万
９
千
円
と
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
。

◎
立
川
第
２
排
水
区
雨
水
幹

線
整
備
工
事
請
負
契
約

　

福
東
地
区
の
雨
水
対
策

の
た
め
、
昭
島
市
の
残
堀

２
号
幹
線
へ
排
水
す
る
計

画
で
雨
水
幹
線
を
施
工
整

備
す
る
も
の
。
契
約
金
額

は
２
億
７
８
２
５
万
円
、

契
約
の
相
手
方
は
村
本
建

設
㈱
西
東
京
営
業
所
、
工

期
は
契
約
締
結
日
の
翌
日

か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日

ま
で
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て
　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
野
﨑
博

氏
、
村
野
德
平
氏
に
対
し

自
治
功
労
表
彰
す
る
も

の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

多
年
に
わ
た
り
市
の
行

政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

で
、
都
市
計
画
審
議
会
委

員
の
岩
河
信
文
氏
、
介
護

認
定
審
査
会
委
員
の
河
内

泰
彦
氏
、
学
校
歯
科
医
の

島
田
實
氏
、
片
岡
憲　

氏
、
吉
野
英
文
氏
、
交
通

安
全
推
進
委
員
会
委
員
の

大
野
篤
子
氏
、
小
山
昭
利

氏
、
吉
岡
よ
し
江
氏
、
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
の
森

川
み
つ
子
氏
、
知
的
障
害

者
相
談
員
の
竹
内
悦
子

氏
、
消
防
団
員
の
斎
藤
隆

氏
、
山
本
建
太
郎
氏
、
田

中
伸
英
氏
、
日
馬
俊
雄

氏
、
村
野
祐
介
氏
、
細
野

太
一
氏
、
大
村
裕
一
郎

氏
、
市
行
政
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
緑
地
用
地

を
寄
附
さ
れ
た
石
川
彌
八

郎
氏
を
一
般
表
彰
す
る
も

の
。

◎
福
生
市
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て

　

坂
本
昭
副
市
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
村

山
利
夫
氏
を
福
生
市
副
市

長
に
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

討
論

▲桜まつりでも人気のキャラクター「たっけー☆☆」

１
８
３
号
掲
載
記
事
の
訂

正
に
つ
い
て

　

４
月
25
日
発
行
の
１
８

３
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
、
次
の

と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

　

４
ペ
ー
ジ
一
般
質
問

（
要
旨
）
の
町
田
議
員
の

質
問
に
対
し
市
長
答
弁
の

な
か
で
、
「
60
万
円
以
上

は
契
約
管
財
課
が
入
札
等

を
行
い
…
」
と
あ
り
ま
す

が
、
「
10
万
円
以
上
は
契

約
管
財
課
が
入
札
等
を
行

い
…
」
の
誤
り
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
福
生
市

税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

■
反
対

　

地
価
下
落
の
少
な
い
住
宅

用
地
が
増
税
と
な
る
地
方
税

法
の
矛
盾
が
残
る
。
個
人
の

居
住
や
零
細
事
業
用
の
土
地

と
金
融
機
関
等
の
保
有
す
る

土
地
は
取
引
価
格
で
同
一
に

評
価
せ
ず
、
使
用
目
的
に
応

じ
た
収
益
還
元
方
式
で
決
定

す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

●
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
に
係
る
意
見
書
の
採
択
要

請
に
関
す
る
陳
情
書

■
賛
成

　

30
人
以
下
学
級
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
中
で
標
準
と
な
っ
て
お

り
、
学
力
向
上
対
策
と
不
登

校
対
策
に
も
有
効
で
あ
る
。

ま
た
、
義
務
教
育
費
の
国
庫

負
担
割
合
の
拡
充
は
自
主
財

源
の
少
な
い
福
生
市
と
し
て

も
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
本
陳
情
を
採
択
し
た
い
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
反
対
し
、
現

行
保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
書

■
賛
成

　

新
シ
ス
テ
ム
は
、
保
育
に

対
す
る
国
・
自
治
体
の
責
任

を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
、
保

育
環
境
の
悪
化
や
地
域
格
差

の
拡
大
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

る
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
施

策
の
拡
充
・
強
化
が
必
要
で

あ
り
、
本
陳
情
に
賛
成
す
る
。

 

●
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

陳
情
書

■
賛
成

　

福
生
市
で
は
、
2
0
0
万

円
以
下
の
所
得
層
は
国
保
加

入
者
の
８
割
を
超
え
て
お
り
、

国
庫
負
担
の
増
額
と
国
保
税

の
引
き
下
げ
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
都
に
対
し
て
も
、

住
民
福
祉
の
守
り
手
と
し
て

市
町
村
国
保
へ
の
支
援
を
強

め
る
よ
う
要
求
し
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
本
陳
情
に
賛
成

す
る
。

　
　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で

審
査
さ
れ
た
結
果
、
不
採
択

と
な
っ
た
陳
情
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
不
採
択

○○
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
に
係
る
意
見
書
の
採
択
要

請
に
関
す
る
陳
情
書
（
第
23

－

４
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

少
人
数
学
級
が
、
必
ず
し

も
教
育
環
境
の
向
上
、
生
徒

と
教
員
の
師
弟
関
係
、
信
頼

関
係
の
構
築
に
は
結
び
つ
か

ず
、
意
に
沿
い
が
た
い
。

○
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
反
対
し
、
現

行
保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
（
第
23

－

６
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

現
行
保
育
制
度
の
拡
充
に

対
し
、
あ
い
ま
い
な
点
が
多

い
た
め
、
意
に
沿
い
が
た
い
。

○
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

陳
情
書
（
第
23

－

８
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

当
市
の
現
状
を
か
ん
が
み
、

今
以
上
の
保
険
税
引
き
下
げ

は
難
し
い
た
め
、
意
に
沿
い

が
た
い
。

陳
情


